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腹落ちするまで考える
校長 牧口 廣久

春めいた陽気の日が一日一日と増えてきました。校庭に咲くたんぽぽな
ど春を知らせてくれる姿を見ると，何だか心が和みます。
さて，以前，南日本新聞の「ミナミさんちのクイズ」に次のような問題

が掲載されていました。「１０ｍの崖を１０分間で２ｍ登るが，その直後１
ｍずり落ちてしまう場合，崖の上まで登る時間は何分ですか？」。これを見
て，以前，似たような問題に出合ったことを思い出しました。「カタツムリ
がいる。昼間に木を３ｍ登るが，夜間には２ｍ下がってしまう。高さ９ｍ
の頂上に達するには，何日かかるか」という問題です。この問題は，昭和
初期の今から９０年以上も前の算術に出てくる問題です。想像力を駆使し
て先を推理して考えないとできない問題です。また，なぜそうなるのか理
由を求められます。式を立てて解くような問題ではないので，言葉で説明
する能力が必要です。改めて筋道を立ててよく考えることの大切さを実感
します。このような問題が次々と解けるようになると，算数だけでなく他
の教科も楽しく取り組めるようになるのではないかと思います。ちなみに，
今の５年生にカタツムリの問題を解いてもらいましたが，理由まで書けた
正解者は一人だけでした。腹落ち（納得すること，なるほどと思うこと）
するまで考えることが大切なのだと実感しました。

学校では，日々の授業を進めていく上で特に意識して取り組んでいるこ
とがあります。まず，「身近なものから始める」です。身近な物事を題材に
得た知識を段々と遠くの物事にも応用していって，物事に共通する法則を
見出させる。例えば「川」という概念を習得させるために，①学校のすぐ
近くを流れる川②もっと離れたところを流れる川③更に遠くを流れる川に
ついて順番に考えさせることで，川の特徴をつかませていく。新たな知識
を，子どもたちが日ごろの生活を通して持っている知識と結びつけること
で，学習への興味を自然に持続させる。自分たちの郷土を拠点として世界
を学ぶことにもつながります。次に，「多角的な視点で考える」です。自分
と社会との多様な接点を深く認識させる。例えば「かつお節」をひとつと
って考えてみると①どのようにして作られたのか②どういう味か，何に使
うのか③何という種類が最も高価か④それはどこでどれくらい生産される
のかなど。たった一つの和食の素材は，日本の食文化と深く関わり，それ
は世界中から認められているという事実。これらの原則を押さえていけれ
ば様々な応用も可能だと考えます。

「学ぶことが楽しい」，「学校が楽しい」と言ってくれる子どもたちが，
もっと増えるといいなあと思います。ところで，上記のカタツムリの問題，
答えは分かりましたか？

２月２日(金)，５年生の『歳の祝い発表会』が行われました。子供たちは，将
来の夢を堂々と発表していました。先輩の話では，住吉小出身で沖永良部消防署
の久保 遼河さんに先輩講話をいただきました。夢に向かうための努力だけでなく，
途中の迷いや悩みについても伝えてくださり，子供たちの心にぐっとせまったと
思います。母校の後輩を思う先輩の気持ちがあふれるお話でした。

２月10日（土）の『なわとび集会』では，持久跳び・種目跳びに挑戦しました。
この日のために，ひとりひとりが，自分の目標達成をめざして練習を続けてきま
した。そして，保護者の方々が応援にかけつけてくださったので，子供たちの大
きな励みになったと思います。運営は，栽培・体育委員会が行いました。

２月25日(日)，がじゅまる農園
（体育館裏と徳時住宅）のジャガ
イモ収穫が行われました。当日は
天候の関係で，午前から午後の実
施に延期となりましたが，多くの
方々のご協力いただきました。あ
りがとうございました。

１日(金) お別れ遠足 21日(木) フラワーアレンジメント
12日(火) 知名中・田皆中卒業式 花の飾り付け（環境整備部）
14日(木) 卒業式予行練習 22日(金) 第125回卒業式【給食なし】
19日(火) 薬物乱用防止教室【3・4年】 25日(月) 修了式・離任式【給食なし】

花の搬入（環境整備部） ＰＴＡ送別会

＊ 歳の祝い発表会 ＊

＊ 住吉小コミュニティ・スクール【がじゅまるクラブ】の様子 ＊

＊ なわとび集会 ＊

＊３月の行事予定＊


